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工事連絡

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、皆様のご理解とご協力ありがとうございました。中勢バイパスも松阪地区（L=2.8km)の
開通により、全線（L=33.8km)のうち約半分の区間で通行が可能になったほか、全区間での事業化が
認められるなど、全線開通に向けた弾みの年になりました。新年もできるかぎりご迷惑のかからない
ように配慮しつつ、早期の全線開通に向け工事を進めてまいりますので、引き続きご理解とご協力を
お願いします。

　お正月といえば、凧揚げにコマ回し、羽根つきな
どの子供の遊びや、初詣にもちつきなど。が、忘れ
てはならないもののひとつに「しめ飾り」がありま
す。
　玄関を飾る「しめ飾り」は、お正月の風物詩として
日本各地でみることができます。新年に訪れる神
様を迎えるためのもで、小正月（旧暦の１月１５日）
まで飾ったあと取り外し、「どんど焼き」で燃やすの
が一般的なようです。
　三重県の伊勢志摩地方では１年中飾っていると
ころがあります。昔からの言い伝えによるもので、
全国的にも珍しい独特の風習です。しめ飾りには
「蘇民将来子孫家門（右上写真）」や「笑門」と書か
れた門符が付いています。

【しめ飾り】

　その昔、スサノオノミコトが、旅の途中に
「蘇民将来」と「巨旦将来」という兄弟の住
む村に立ち寄り、一夜の宿を頼みました。
裕福な「巨旦」は断りましたが、「蘇民将
来」は貧しいながらも迎え入れました。スサ
ノオノミコトが旅立つ際に、門符を掲げてお
けば、子孫代々が疫病から免れられると
言い残したという言い伝えから、「蘇民将
来」の子孫である証拠として、しめ飾りを１
年中掲げるようになったと言われていま
す。

【蘇民将来の言い伝え】

　「どんど焼き」は、「左義長」「三九郎」「鬼火焚き」「どんどや」など、
様々な呼び名で小正月の行事として行われています。
　一般的には、しめ縄や松飾りなどの正月飾りや、古いお札、書き
初めなどを燃やすものです。その際に、鏡開きのあとの餅や団子を
焼いて食べると、１年間無病息災でいられると言われています。
　今年は、お餅を持ってどんど焼きに行かれてはどうですか。

【どんど焼き】



朝日土木㈱

　現場代理人

山下　瑞喜

　監理技術者

山村　幸司

東海・三重農林(共企) 現場代理人　　福山　栄次

監理技術者　　中川　浩之

丸亀産業㈱ 現場代理人　　　奥村　英則

監理技術者　　　勝矢　　理

平成１８年度　２３号中勢北部整備工事

平成１８年度　２３号雲出川橋下部工事

平成１８年度　２３号木造避溢橋下部工事

平成１８年度　２３号嬉野道路建設工事

　新年あけまして、おめでとうございます。
　本年も工事を順次行っていきます。なにかとご迷惑を
おかけしますが引き続き、ご理解・ご協力をお願いしま
す。
　河芸地区は通路BOXの施工が完了しました。橋台工
は田中川右岸側のコンクリート打設が終了しました。1
月から埋戻を行い、左岸側の施工に移ります。
　鈴鹿地区は大きな水路BOXの床堀が終わり、順次
鉄筋組立とコンクリート打設を行い、水路BOXを完成さ
せます。

河芸地区　橋台工

河芸地区　函渠工

鈴鹿地区　函渠工
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　年度末完成を
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います。引き続き
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P4橋脚

P3橋脚

　新年あけましておめでとうございます。
　P3橋脚では、躯体下部の作業室に圧縮空気を送
りながら掘削して、橋脚基礎を沈めています。
　P4橋脚でも圧縮空気を送る準備をしており、まもな
く2段階目の掘削を始めるところです。
　昼間は躯体構築、夜間は沈下掘削を行います。住
民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、できるかぎ
りご迷惑とならないように工事を進めますので、ご理
解とご協力をお願い致します。

　できあがった基
礎の下（地下）を
掘って沈めます。
その繰り返し作業
で造ります。

　写真で見える部
分（地上）で鉄筋
コンクリートの基
礎を造ります。

　明けましておめでとうございます。
　工事も順調に進み、残す工事は、星合舞出線の付
替え水路と雲出川右岸の補強土壁だけとなりました。
良いものを作るよう努力しますので、昨年に引き続き
ご協力をよろしくお願いします。

松阪方面を望む

Ａ２橋台

Ａ１橋台
　県道三雲
久居線を跨
ぐ橋の橋台
が完成しま
した。

　先に完成
したＢＯＸに
取り付く補
強土壁を施
工中です。

佐田建設㈱ 現場代理人　　　玖村　昌彦
監理技術者　　　永目　康隆



三重農林建設㈱

現場代理人兼監理技術者 小島　久典

平成１８年度　２３号嬉野側道舗装工事

平成１９年度　２３号舞出避溢橋下部工事

平成１９年度　２３号津地区道路建設工事

平成１９年度　２３号小津側道整備工事

平成１９年度　中勢バイパス維持工事

小津地区側道（西側）
津方面を望む
舗装完了

川北地区側道（東側）
津方面を望む
掘削積み込み

　明けましておめでとうございます。旧年中は、当工
事に対し御理解、御協力いただき誠にありがとうござ
いました。
　現在、工事は広域農道から終点まで約1.3kmの舗
装工事が完成し、法面のコンクリート及び防護柵工事
を行っています。また、起点から広域農道部の掘削、
砕石路盤工事を行いアスファルト舗装の基礎部とな
る作業を行っています。
　住民の皆様方の生活道路での作業になるため、今
後も大変御迷惑をお掛けしますが、御理解、御協力
を宜しくお願い申し上げます。

　本年も安全第一
で作業を進めてい
きますのでご協力
お願いします。

藤田土木㈱ 現場代理人　　木村　守道
監理技術者　　小山　俊治

謹賀新年
　旧年中は中勢バイパス建設工事に格別の配慮を
頂き、ありがとうございました。
　本年も中勢バイパスの早期開通に向け、官民一
体となり、努力して参りますので、ご協力をお願
いいたします。
　
　　　㈱田村組　現場代理人　小野　悟嗣

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年の１２月中旬より工事を着手することになり、
現在舞出避溢橋の基礎杭を施工中であります。
　工事期間中はご迷惑をお掛けすることになります
が、工事の進捗にご協力お願い申し上げます。
　文末になりますが、本年も皆様にとりましてよき一
年となりますようお祈り申し上げます。

松阪方面を望む

日本土建㈱ 現場代理人　　西口　克規
監理技術者　　小林　善光

日本土建㈱ 現場代理人　　高塚　幸宣
監理技術者　　芝山　　康

　場所打ち杭を
施工中。

搬出残土量
残り　約2000m3

津市　野田地区

　年も明け、工事も本格化してきます。現場一丸と
なって竣工まで無事故・無災害に努めてまいりま
す。
　工事期間中、近隣の皆様にはご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力を、お願いいたします。



No

① Ｈ１８　２３号中勢北部整備工事 ～ H20, 3,25 ａ：橋梁下部工・函渠工　１式、ｂ：函渠工　１式 朝日土木㈱

② Ｈ１８　２３号木造避溢橋下部工事 ～ H20, 3,28 橋梁下部工・基礎工　１式 東海・三重農林JV

③ Ｈ１８　２３号雲出川橋下部工事 ～ H20, 6,30 橋梁下部工　１式 佐田建設㈱

④ Ｈ１８　２３号嬉野道路建設工事 ～ H20, 2,21 函渠工・橋梁下部工　１式 丸亀産業㈱

⑤ Ｈ１８　２３号嬉野側道舗装工事 ～ H20, 3,14 舗装工・排水路工　１式 日本土建㈱

⑥ Ｈ１９　中勢バイパス維持工事 ～ H20, 3,25 道路除草工・防止柵工　１式 藤田土木㈱

⑦ Ｈ１９　２３号小津側道整備工事 ～ H20, 3,14 道路土工・地盤改良工・擁壁工・舗装工　１式 ㈱田村組

⑧ Ｈ１９　２３号津地区道路建設工事 ～ H20, 2,29 道路土工・舗装工・防護柵工・区画線工　１式 三重農林建設㈱

⑨ Ｈ１９　２３号舞出避溢橋下部工事 ～ H20,10,31 橋梁下部工・基礎工　１式 日本土建㈱

工 事 名 工 期 工 事 内 容 施 工 者

【工事一覧表】

ご覧になったご感想や
ご意見がございました
ら右記の連絡先まで
お寄せ下さい。

【連絡先】
　〒510-0234
　鈴鹿市江島本町39-8
　三重河川国道事務所　鈴鹿国道出張所
　ｔｅｌ 059-387-8470  fax 059-387-8471
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施工箇所見取図

中勢バイパス  L=33.8km
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